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南海 RC 歓迎会
観桜会
法定休会
法定休会
地区研修協議会報告
次年度会長セミナー報告

総 会 員 数
欠 席 者 数

出 席 率
前回ﾒｰｷｬｯﾌﾟ
前回修正出席率

　　　　　　　  ８名　成田（雅），津田，石川 , 児島 ,,
　　　　　　　　　　 武田 , 宮岸 , 山脇 , 圓浄各会員   

１名　宮沢会員

　４月１５日(火）
　４月２２日(火）
　４月２９日(火）
　５月　６日(火）
　５月１３日(火）
　５月２０日(火）

29 名  （出席免除者２名中１名出席）

７０，０７％

６４，２９％

NO.3053 第 30 回例会

例 会 案 内 例会案内「４月～５月」

出 席 報 告

担当：国際奉仕委員会

委 員 会 報 告

会 長 報 告

４月８日例会

■砂川 RC4 例会案内
■羽幌 RC 会報送付
■芦別 RC 例会案内　会報送付
■赤平 RC 会報送付
■深川市国際交流協会　総会案内

南海ＲＣ歓迎会

ＲＩ 2510 地区

https://mypage.fukanavi.com/rotary/

平瀬幹事前例会幹事報告

飛弾野貴広会長

　本日レターボックスに資料を入れさせていただ
きましたが、委員会４名のほかに役員理事を含め
たプロジェクト委員会を発足させていただきまし
た。本日例会終了後会議を開催させていただきま
すのでよろしくお願いいたします。

ロータリーの
マジック

ス マ イ ル Ｂ Ｏ Ｘ

轡田会員　妻の誕生月

　本日はゲストに田中昌幸市長をお迎えしており
ます。後ほど卓話をお願いいたします。田中市長
は公務のため１時 20 分の退出となります。
　村中Ｐガバナー補佐より出席免除の申請があり
ましたので本日の臨時理事会にて承認されました。
　次週 15 日例会は南海ＲＣ深川親善訪問となり
ます。スケジュール調整を直接メールでやり取り
しておりますが人数が急遽 1名増えて 11 名のご
参加となりました。13 日に来日され観光ツアー
をされてから 15 日 3時過ぎに深川到着となり、
午後 6時より歓迎例会、懇親会となります。
　前日 14 日の夜に私と大西（祥）、圓浄、廣上、
富永各会員が札幌にて懇親会を行います。深川に
着いてからは全てアテンドを任され、帰りの際は
こちらで観光バスをチャーターし千歳まで送る予
定です。通訳に関しては李英愛さんの都合がつか
なく、困っていたところ出村ガバナーのお力添え
で、酪農学園大学の学生に米山奨学生がいるとの
ことで紹介いただき了承していただきました。
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田中 昌幸 市長卓話

宮沢ＲＣ情報・雑誌・広報副委員長

累計 293,000 円

佐々木国際奉仕委員長

市長卓話　深川市の財政状況

（火）

月 　  日
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田中 昌幸 市長卓話
令和７年度 深川市各会計予算前年度対比表

令和７年度新たな予算付け及び重点事業
１．健康福祉センターの空調整備と授乳室等の整備　　　　　　　　　　　　68,930 千円
市民が安心して快適に利用できるよう、施設設備の機能強化を図ります。
２．子育て世帯に寄り添った支援の強化、　　　　　　　　　　　　　　　     82,277 千円
学校給食費一部無償化と中学校制服購入助成の継続、幼稚園 保育園の副食費無償化の拡大
こどもや若者が自分らしく将来に希望を持って生きることができる「こどもまんなか社会」の実
現にむけて、健やかな成長を地域社会全体で後押するため、子育て支援に関する調査研究と新た
な子育て支援事業を含めた効果的なプロモーションを実施することにより、安心して暮らせるま
ちづくりの推進に寄与します。
３．小・中学校における ICT 環境の充実　　　　　　　　　　　　　　　　 112,411 千円
ICT 環境を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の取組を進めるため、児童生徒の 1
人 1 台端末を更新するとともに、校務 DX の推進として、教職員が使用する指導者用端末及び校
務用端末の１台化等と教職員がロケーションフリーで働ける場となるよう環境を整備します。
４．複合施設整備事業の推進                          　　　　　　　　　　 1,262,065 千円
生涯学習機能・交流機能・交通機能の３つの機能を備えた「複合施設」の整備に向けて、令和６

年１１月に施設の実施設計を策定しました。令和７年度からは施設の建設工事や外構工事等に取

り組みます。

５．戦後 80 周年・非核平和都市宣言 40 周年記念に伴う平和事業　　　　　　1,411 千円
戦後 80 周年及び非核平和都市宣言 40 周年という節目の年に平和に関する事業について重点的に
取り組みます。
６．大型水槽車の更新及び防災行政無線の整備による災害対策の強化                       108,933 千円   
大型水槽車の更新及び防災行政無線等の整備を行い、安全・安心なまちづくりに努めます。
７．公共施設の長寿命化に向けた計画的な修繕の実施                                      274,867 千円   
施設の老朽化等により修繕を必要とする施設が多くあります。

公共施設等総合管理計画の着実な実行に努め、修繕等の優先度を見極め予防的修繕を行います。


